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IH11111111田川 広報かなぎ 

平成7年度一般会計予算は 

49億825万円の大型予算 
ま
す
。
 

勿
 

』

税
 

？

く

与
0
0%
 

譲
P
4
 

方
1
8ロ
 

地
1
 

	使用料及び 
繰入金 手数料 

製 I誇）74,(775(1.5%) 

その他― 
123,462 
(2.5%) 

地方交付税 
2,386,940 
(48.6%) 

三
月
定
例
議
会
で
、

平
成
七
年
度
一

般
会
計
、

特
別
会
計

の

各
予
算
が

議
決

さ
れ
ま
し

た
。
 

一
般
会
計
は
対
前
年
比
〇
・

一
％
減
の
四
九
億
八

二
五
万

円

と
昨
年
と
ほ

ぽ
同
じ
大
型
な
も

の
と
な
り
、

そ
の
主
な

要
因
は

文
化
財

保
全
事

業
、

ふ
る
さ
と

づ
く
り
町

道
整
備
事
業
、

な
ど

の
事
業
費
に

よ
る
も

の
で
す
。

以
下

そ
の
あ
ら

ま
し
を
紹

介
し
 

平
成
七
年
度
の
予
算
額
は
四
九

億
八
二
五
万
円
と
前
年
を
〇
・

一

％
下
回
っ
た
も
の
の
昨
年
と
ほ
ぽ

同
額
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
は
、
 

二

・
七
％
増
の

一
一
億
六
，
三
〇

二
万
円
。
依
存
財
源
は
一
・
〇
％

減
の
三
七
億
四
，
五
二
三
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

地
方
交
付
税
 
国

か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
比

六
・
五
％
増
の
二
三
億
八
，
六
九

四
万
円
で
全
体
の
四
八

・
六
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
 

町
債
 
国
・

県
等
か
ら
借
入
れ

す
る
町
債
は
対
前
年
比
一
七
・
九

％
減
の
六
億
七
，
〇
三
〇
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
主
に
文

化
財
保
全
事
業
や
一
般
廃
棄
物
処

分
場
建
設
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。
 

国
庫
・
県
支
出
金
 
国

・
県
が

特
定
の
事
業
に
対
し
て
交
付
す
る

支
出
金
は
対
前
年
比
七
・
三
％
減

の
五
億
七
二
二
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

町
税
 
皆

さ
ん
か
ら
徴
収
す
る

町
税
（
町
民
税
・
固
定
資
産
税
等
）
 
 は

、
歳
入
全
体
の
一
四
・
三
％
で

対
前
年
比
七
・
八
％
増
の
七
億
三

〇
五
万
円
と
昨
年
を
上
回
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
五
年
の
冷
害

か
ら
昨
年
の
豊
作

へ
と
、
所
得
が

平
常
に
戻
っ
た
た
め
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

そ
の
他
…
…
そ
の
他
の
歳
入
と
し

て
、
分
担
金
及
び
負
担
金
が
五
・

二
九

一
万
円
、
諸
収
入
が
三
，
三

八
三
万
円
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
が
四
・
二
〇
〇
万
円
等
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

円
 

額
維
 

税
。
 

る
 

め
 

納
 

り
ノ
 

当
 

人
 

一
 民

 
町
 

歳入 

地
方
交
付
税
は
二
三
億
 

八
六
九
四
万
円
で
全
体
の
四
八
・
六
％
 

町 民 税 23,619 

定 資 産 税 26,420 間 

軽 自 動 車 税 1,186 

町 た ば こ 税 4,177 

計 55,402 



七
億
一
，九
三
11万
円
で
教
育
費
が
ト
ップ

文
化
財保
全
事
業
に
三
億
四
，六
〇
〇万
円
 

歳出 歳
出
の
内
訳
を
主
な
事
業
別
で
 
園
整
備
事
業
に
六
九
八
万
円
。
 

見
る
と
 
衛

生
費
 
一

般
廃
棄
物
最
終
処

教
育
費
 
文
化

財
保
全
事
業
に
 
分
場
建
設
事
業
に
一
億
二
，

一
三

三
億
四
・
六
〇
〇
万
円
、
運
動
公
 
〇
万
円
、
霊
園
整
備
事
業
に
六
一
一
 

(
 

四
万
円
。
 

民
生
費
 
街
灯
整

備
事
業
に
三

〇
〇
万
円
、
沢
部
福
祉
館
整
備
事

業

一
五
〇
万
円
、
福
祉
安
心
電
話

購
入

一
三
二
万
円
。
 

総
務
費
 
子
供

広
場
整
備
工
事

に
二
〇
〇
万
円
、
交
通
安
全
対
策

事
業
に
ニ
八
〇
万
円
。
 

土
木
費
 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
町

道
整
備
事
業
に
一
億
五
，
五
三
九

万
円
、
金
木
町
防
雪
事
業
に
八
・

五
〇
〇
万
円
、
住
宅
建
設
事
業
に

八
，

一
六
七
万
円
、
道
路
新
設
改

良
事
業
に
三
・
四
八
〇
万
円
、
地

方
特
定
道
路
整
備
事
業
に
三
，
〇

一
〇
万
円
。
 

農
林
水
産
業
費
 
県

営

一
般
農

道
整
備
事
業
に
三
・
六
二

一
万
円
、
 

野
菜
周
年
産
地
育
成
事
業
に
三
，
 

四
六
九
万
円
、
中
山
間
地
域
農
村

活
性
化
総
合
整
備
事
業
に
二
，
六

六
六
万
円
、
団
体
営
農
道
整
備
事

業
に
一
，
四
二
六
万
円
。
 

消
防
費
 
金

木
西
部
コ
ミ
ユ
ー
ー
 

テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に

一
，
八
〇
〇
万
円
。
 

商
工
費
 
フ

ロ
ン
ト
ゲ
ー
ト
整

備
事
業
に
六
・
六
二
〇
万
円
、
県

営
水
環
境
整
備
事
業
二
・
六
六
五

万
円
。
等
と
な
っ
て
お
り
、
積
極

的
な
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

③ 	広報かなぎ川川I II III 

特別会計 

国民健康保険特別会計 1,272,511千円 

老 人 保 健 特別 会 計 992,079千円 

農業集落排水事業特別会計 282千円 

水 道 事 業 会 計 211,185千円 

過去5年間の当初予算額 
年度 当 初 予算額 

2 37 億 1,3 1 7 万円 

3 38 億 0,247万円 

4 40 億 3,478万円 

5 40 億 4,096万円 

6 4 9 億 1,514万円 

商工費 
231,149 

(4.7%) 
消防費 
302,728 

農林水産業費（6.2%) 
319,190 

(6.5%) 	,A か 

gドさノ 生 iii レ曳 衛生費 

	

,,Jん 	1-i-I 	~ 	707.456 
4,908,251 
単位：千円 鳶 

"qy藤湖 。ワ 八of ーノI」ぜf貫 27 .0ソ0 
	一“ー「 	民生費 

664,740 

	

総務費 	 （13.5%) 
631,748 
(12.9%) 

その他 
132,895 

(2.7%) 
教育費 
719,320 
(14.6%) 

公債費 
582,575 
(11.9%) 

土木費 
616,450 
(12.6%) 

〈
』
 

町 民―人当りに使われるお金 	 （単位：円） 

八
口
 
計
 

そ
 
の
 

他
 

商
 
工
 

費
 

消
 
防
 

費
 

農
林
水

産
業
費
 

公
 

債
 
費
 

土
 
木
 

費
 

総
 

務
 
費
 

民
 

生
 
費
 

衛
 

生
 
費
 

教
 

育
 
費
 
 

386,781 10,472 18,215 23,856 25,153 45,908 48,578 49,783 52,383 55,749 56,684 

一
人
当
り
の
金
額
は
、
 一
月

三
十

一
日
現
在
の
町
の
人
ロ
1
 

2
,
6
9
0
人
で
計
算
し
た
も

の
で
す
。
 



金
木
町
観
光
 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
 

「津
軽

」
 

太
宰
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
六
年
十

一

月
か
ら
、
工
事
着
工
し
て
い
た
金

木
町
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「津
軽
」
 

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
 

観
光
客
の
増
加
、
そ
し
て
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
又
、
 
「太
宰
の
ふ
る

さ
と
金
木
町
」
を
表
わ
す
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
、
 

 
総
工
費
五
千
万

円
を
投
資
し
て
、
 

 
金
木
消
防
署
前
 

八
亡
k
・
汀
現

平
）
E
】
ー
ユ
メ
ノ

ト
 

Z
ョ
ー
・田
一
 
りノ
コ
‘!！
・！
フ
、
一
‘
ー
 

「津
軽

」
完
成
 

”
算
 

井
t

ー

血
 

t
‘
●
、ト
り
牛
小
夫

町
r
●
・
，一
 
“
・

”
 

佐
一
 
“
仕
‘
．
人
ロ

け
ま
‘

、」
やA
小
 

難
蒼
 

金
木
町
観
光
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
津
軽
」
 

"IIHIII川田川 広報かなぎ ④ 

平成a年度太宰のふるさとづくり事業 

の
国
道
三
三
九
号
と
町
道
の
分
岐

点
に
設
置
し
ま
し
た
。
 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
ゴ

ー
十
代
半

ば
過
ぎ
の
着
物
姿
の
太
宰
を
基
調

と
し
、
上
部
に
は
文
化
の
発
信
と

す
る
鐘
、
そ
し
て
走
れ
メ
ロ
ス
を

ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
、
ギ
リ
シ
ャ
の

神
殿
柱
を
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
に
も
噴
水
や
午
前
十
時
と
午
後

三
時
に
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
か
ら
ド

ボ
ル
ザ
ー
ク
の
 
「新
世
界
」
 
な
ど

三
曲
が
流
れ
、
タ
方
七
時
に
な
る

と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
ラ
イ
ト
ア
ツ

プ
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

観
光
案
内
塔

・
 

観
光
案
内
標
識
 

平
成
六
年
度
は
、
 一
千
二
百
七

十
万
円
の
事
業
費
を
か
け
て
観
光

案
内
塔
が
、
金
木
駅
前
と
中
央
公

民
館
入
口
左
、
見
崎
町
北
ロ

（
国

道
三
三
九
号
芦
野
湖
畔
沿
い
）
に

三
基
、
観
光
案
内
標
識
は
、
町
内

一
円
に
十
箇
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
平
成
七
年
度
は
観
光
客

の
増
加
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

と
共
に
、
観
光
案
内
の
役
割
を
果

た
す
た
め
、
事
業
費

一
千
三
百
七

十
万
円
で
、
観
光
案
内
標
識
四
十

基
設
置
予
定
で
す
。
 

保
険
課
を
衣
替
え
 

平
成
七

年
度
か
ら

健
康
管

理
課

に
 

町
で
は
、
四
月
一
日
付
け
で
保

険
課
を
廃
止
し
新
た
に
健
康
管
理

課
を
新
設
し
ま
し
た
。
 

健
康
管
理
課
は
、
保
険
証
の
交

付
や
医
療
事
務
を
扱
っ
て
い
た
従

来
の
保
険
業
務
に
こ
れ
ま
で
民
生

課
が
所
掌
し
て
い
た
保
健
セ
ン
タ
 

ー
の
業
務
や
母
子
保
健
な
ど
を
合

体
し
、
国
保
、
老
人
医
療
、
保
健

衛
生
を
主
体
に
健
康
推
進
を
図
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
健
康
管

理
課
の
新
設
に
よ
り
医
療
費
高
騰

の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
多
受
診

の
抑
制
や
早
期
治
療
に
よ
る
保
健

指
導
及
び
検
診
結
果
に
よ
る
再
検

査
の
勧
誘
等
保
健
婦
活
動
を
含
め

一
連
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

健
康
づ
く
り
に
対
す
る
皆
様
の

ご
協
力
、
ご
支
援
を
こ
れ
ま
で
ど

お
り
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
 

一
 

(
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ANAGI 	\ 
くらのトンネルを、 

くってさくらまつツ 
'95 金木桜まつり行事日程 

日程 時 間 場 	 所 行 	事 	名 

4
J
 

 
月
日

ゴ
亡
  

8】 00 
8:30 
8】 30 
8】 30 
8:30 
9: 00 
9:00 

ii: 00 
12:30 

養の河原 
トレーニングセンタ― 
金中球場 
金中体育館 
芦野球場 
金中テニスコート 
公園相撲場 
登仙岬入口（雨天自然センター） 
野外ステージ（動物園北） 

'95 金木桜まっり馬力大会 
第21回西北五中学校選抜卓球大会 
第24回西北五地区中学校選抜ソフト i」ぐール大会 
第20回北地区春季中学校選抜バレーポール大会 
第24回防犯少年野球大会 
第22回秋谷杯こ争奪兼第25回西北五中学校庭球大会 
第15回西北五金木桜まっり防犯小中学校相撲大会 
'95 金木桜まっり開会式 
青森県民謡王座第14代小山内清智ショー 

30日 
（日） 

9: 00 
9:00 

10:00 

芦野球場 
自然センタ― 
野外ステージ 

平成 7 年度金木町朝野球協会桜まっり協賛野球大会 
茶道遠州流野点 
第 3 回県下登山ばやし大会 

'
L
'
  

ロ月
日
D
  

】h
〕
・
ー
白U
  

10:00 

18:00 

自然センター 

招魂堂 

第 2 回金木桜まっり川柳大会 

戦没者慰霊前夜祭 

2
因
  

8: 00 
10:00 
19:30 

芦野球場 
招魂堂 
登仙岬（雨天順延） 

第 5 回金木町長杯争奪北郡ゲート了Iく’一ル大会 
戦没者慰霊祭 
'95 金木桜まっり花火大会 

（
イ】
 
h
yよ
イ
  

H
k
兄
  

8:30 
8:30 

ii: 00 
13: 00 

金中・芦野球場 
芦野球場 
野外ステージ（雨天釧体育館） 
野外ステージ（雨天金可妹育館） 

第26回西北五中学校選抜野球大会 
消防観閲式 
津軽東北三浦民謡関下恵子ショー 
'95 金木桜まっり特別公演「滝里美歌謡ショー」 

佃
困
休
  

8: 30 
9: 00 

10: 00 
12:00 

金中陸上競技場 
芦野球場 
野外ステージ（雨天金小体育館】 
芦野球場 

第18回芦野陸上競技選手権大会 
第26回西北五中学校選抜野球大会（準、決勝） 
第 7 回津軽三味線全日本金木大会 
第24 Iii防犯少年野球大会（決勝） 

”
金
祝
  

9: 00 
9】 00 
9: 00 

10:00 
ii: 00 
12:00 
19: 00 

芦野球場 
招魂堂前 
招魂堂西 
野外ステージ 
野外ステージ 
野外ステージ（雨天金小体育館） 
野外ステ―ジ 

第 7 回社会人野球大会 
自衛隊装備品展示 
平成 7 年度県下銃剣道大会 
扇謡会芸能発表会 
滝栄会芸能発表会 
'95 金木桜まっり協賛RAB杯カラオケ選手権金木大会 
金木桜まっり 「ャングフエスタinカナギ95J 



一人暮らしの老人 

配食サービス 

サントピアホーム 

芦野公園を清掃 

青森県卓球連盟 

功労者に米谷さん 

松川正英さん 

消防長官表彰 

こ
の
ほ
ど
、
町
と
社
会
福
祉
協

議
会

（
会長
廿
角
田
正
男
）
が

一

人
暮
ら
し
の
老
人
に
、
手
作
り
の

温
か
い
お
弁
当
を
食
べ
て
も
ら
お
 

四
月
四
日
、
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ム
（
園長
廿
花
田
昭

一
）
 

の
園
生
等
三
＋
三
人
が
社
会
教
育

の
一
環
と
し
て
、
芦
野
公
園
内
の
 
 う

と
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
百
九
十
五
名
を
対
象
に
「

一
人

暮
ら
し
老
人
配
食
サ
ー
ビ
ス
」
を

行
い
ま
し
た
。
 

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
町
連
合
婦

人
会
や
町
日
赤
奉
仕
団
の
協
力
を

得
て
ー
つ
ー
つ
丁
寧
な
手
作
業
で

作
ら
れ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
 

「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」
 
は
、
 
（
ル
パ
 

ー
さ
ん
に
よ
り
早
速
、
各
地
区
の

民
生
委
員
に
届
け
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
お
年
寄
り
宅
へ
配
ら
れ
ま
し
た
。
 

弁
当
を
受
け
取
っ
た
老
人
は
、
 

「楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
一
】
 

ち
そ
う
に
な
リ
ま
す
。
」
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
 

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
 

清
掃
前
に
、
角
田
助
役
が
「
芦

野
公
園
は
、
こ
れ
か
ら
桜
ま
つ
り

時
期
に
な
り
沢
山
の
人
が
訪
れ
、
 

一
層
き
れ
い
に
な
っ
た
公
園
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。
」
と
挨
拶
。
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
で
は
、
十

四
年
前
か
ら
桜
ま
つ
り
前
時
期
に

な
る
と
、
広
い
範
囲
で
清
掃
を
行

っ
て
お
り
、
こ
の
日
も
役
場
で
準

備
し
た
デ
レ
ギ
を
片
手
に
冬
の
間

捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
紙
く
ず
を

分
け
、
用
意
し
た
百
枚
の
ゴ
ミ
袋

に
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。
 

二
月
十

一
日
、
青
森
市
は
く
ち

ょ
う
会
館
で
県
卓
球
連
盟
功
労
者

表
彰
式
が
開
か
れ
、
金
木
町
卓
球

協
会
の
米
谷
哲
さ
ん
が
受
賞
し
ま

し
た
。
 

松
川
正
英
さ
ん
が
三
月
二
十
四
 

こ
れ
は
、
地
域
の
卓
球
指
導
者

と
し
て
顕
著
な
功
績
が
あ
り
、
県

卓
球
連
盟
、
支
部
卓
球
協
会
の
事

業
に
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
米
谷
さ
ん
は
、
昭
和
五
十

九
年
金
木
町
卓
球
協
会
設
立
と
同

時
に
会
長
に
就
任
、
以
来
、
地
域

卓
球
の
指
導
者
と
し
て
卓
球
の
振

興
に
尽
く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
 

受
賞
を
受
け
た
米
谷
さ
ん
は
、
 

「今
回
の
受
賞
は
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
後
、
西
北
五
か
ら
立

派
な
選
手
を

一
人
で
も
多
く
出
せ

る
よ
う
青
少
年
の
健
全
育
成
に
協

力
し
た
い
。
」
 
と
話し
て
い
ま
し

た
。
 

日
、
平
成
六
年
度
青
森
県
消
防
功

労
表
彰
式
に
お
い
て
消
防
団
員
と

し
て
、
三
十
四
年
の
永
き
に
わ
た

り
消
防
発
展
に
精
励
し
た
こ
と
に

よ
り
消
防
長
官
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
 

消
防
力
の
強
化
と
団
員
の
指
導

育
成
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
受
賞
し
た
松
川
さ
ん
は
、
 
「思

っ
て
も
な
い
受
賞
大
変
嬉
し
い
。
 

更
に
今
後
、
消
防
活
動
に
全
力
を

尽
く
し
た
い
。
」
 
と
決意
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。
 

III川川田広報かなき ⑥ 

温かいお弁当を手渡す 毎年ごくろう様です 

「大変嬉しい」と米谷さん 表彰状を手に喜びの松川さん 
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